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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１つ以上のサービングノードと通信関係にある機器により実行される、通信ネットワー
ク内のデバイスへ情報を転送するための方法であって、
　リクエスト（１０１）の転送先となるべきサービングノードを選択することと、選択さ
れる前記サービングノードは複数のサービングノード（２２，２４，２６）のうちの１つ
であることと、前記複数のサービングノード（２２，２４，２６）のうちの各サービング
ノードは、ＧＥＲＡＮ（GSM　Edge　Radio　Access　Network）（２８）、ＵＴＲＡＮ（U
niversal　Terrestrial　Radio　Access　Network）（３０）及び進化型ＵＴＲＡＮ（３
２）のうちの１つであるアクセス技術をサポートしていることと、前記リクエスト（１０
１）は、メッセージングサービスメッセージ及びトリガ情報のうちの１つを送信するリク
エストであることと、前記リクエスト（１０１）は、前記複数のサービングノード（２２
，２４，２６）のリストを含むことと、
　選択される前記サービングノードに関連付けられる変換インタフェースを介して、選択
される前記サービングノードへ前記リクエスト（１０１）を送信することにより、選択さ
れる前記サービングノードが前記デバイスへ到達不能である場合に前記リクエスト内の前
記リストに基づいて選択される他のサービングノードへ選択される前記サービングノード
が前記リクエストを転送することを可能とすることと、前記変換インタフェースは、選択
される前記サービングノードの前記アクセス技術に対応するプロトコルを使用するように
適合されていることと、
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　を含む方法。
【請求項２】
　選択される前記サービングノードは、ＭＭＥ（mobile　management　entity）（２６）
、サービングＧＰＲＳ（general　packet　radio　service）サポートノード（ＳＧＳＮ
）（２４）、及びＭＳＣ（mobile　switching　center）（２２）のうちの１つである、
請求項１の方法。
【請求項３】
　選択される前記サービングノードがＭＭＥ（２６）であるとき、選択される前記サービ
ングノードに依存する前記プロトコルは、Ｄｉａｍｅｔｅｒプロトコルに基づく、請求項
２の方法。
【請求項４】
　選択される前記サービングノードが、ＳＧＳＮ（２４）及びＭＳＣ（２２）のうちの１
つであるとき、選択される前記サービングノードに依存する前記プロトコルは、ＭＡＰ（
Mobile　Application　Part）に基づく、請求項２の方法。
【請求項５】
　選択される前記サービングノードが、ＳＧＳＮ（２４）及びＭＳＣ（２２）のうちの１
つであるとき、選択される前記サービングノードに依存する前記プロトコルは、Ｄｉａｍ
ｅｔｅｒプロトコルに基づく、請求項２の方法。
【請求項６】
　前記機器は、ＳＭＳＣ（short　messaging　service　center）（１２）を含み、前記
メッセージングサービスメッセージは、ＳＭＳ（short　messaging　service）メッセー
ジである、請求項１の方法。
【請求項７】
　前記機器は、ＳＭＳ（short　message　service）ルータ（１２）を含み、前記メッセ
ージングサービスメッセージは、ＳＭＳ（short　messaging　service）メッセージであ
る、請求項１の方法。
【請求項８】
　前記機器は、ＭＴＣ－ＩＷＦ（machine　type　communication　interworking　functi
on）（１４）を含み、前記メッセージングサービスメッセージは、トリガ情報及びスモー
ルデータサービスメッセージ（１０１）のうちの１つである、請求項１の方法。
【請求項９】
　前記サービングノードは、ＨＳＳ（home　subscriber　server）（２０）及びＨＬＲ（
home　location　register）（２０）のうちの１つから受信される情報に基づいて選択さ
れる、請求項１の方法。
【請求項１０】
　前記リクエストが向けられるエンドデバイス（１６）が、選択される前記サービングノ
ードと通信関係にあるかどうかについて、前記サービングノードから指標を受信すること
をさらに含む、請求項１の方法。
【請求項１１】
　第１のアクセス技術をサポートする第１のサービングノード（２２、２４、２６）及び
前記第１のアクセス技術と異なる第２のアクセス技術をサポートする第２のサービングノ
ード（２２、２４、２６）と通信関係にある変換インタフェースシステム（１０）であっ
て、前記第１のアクセス技術及び前記第２のアクセス技術の各々は、ＧＥＲＡＮ（GSM　E
dge　Radio　Access　Network）（２８）、ＵＴＲＡＮ（Universal　Terrestrial　Radio
　Access　Network）（３０）及び進化型ＵＴＲＡＮ（３２）のうちの１つであり、
　第１のプロトコルを介して前記第１のサービングノード（２２、２４、２６）と通信す
るように適合される第１の変換インタフェースと、
　前記第１のプロトコルと異なる第２のプロトコルを介して前記第２のサービングノード
（２２、２４、２６）と通信するように適合される第２の変換インタフェースと、
　を含み、
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　複数のサービングノードのリストを含む、メッセージングサービスメッセージ及びトリ
ガ情報のうちの１つをデバイスへ送信するリクエストの転送先となるべきサービングノー
ドを選択し、
　選択される前記サービングノードに関連付けられる前記第１の変換インタフェース又は
前記第２の変換インタフェースを介して、選択される前記サービングノードへ前記リクエ
ストを送信することにより、選択される前記サービングノードが前記デバイスへ到達不能
である場合に前記リクエスト内の前記リストに基づいて選択される他のサービングノード
へ選択される前記サービングノードが前記リクエストを転送することを可能とする、
　変換インタフェースシステム（１０）。
【請求項１２】
　前記第１のサービングノード（２４）及び前記第２のサービングノード（２６）を接続
するＳ３変換インタフェースをさらに含む、請求項１１のシステム。
【請求項１３】
　前記第１のプロトコルは、Ｄｉａｍｅｔｅｒプロトコルに基づく、請求項１１のシステ
ム。
【請求項１４】
　前記第２のプロトコルは、ＳＳ７（signaling　system　7）プロトコルに基づく、請求
項１１のシステム。
【請求項１５】
　前記第１の変換インタフェースは、Ｔ５ｂインタフェースである、請求項１１のシステ
ム。
【請求項１６】
　前記第２の変換インタフェースは、Ｔ５ａインタフェースである、請求項１１のシステ
ム。
【請求項１７】
　前記第１の変換インタフェースは、ＳＧｄインタフェースである、請求項１１のシステ
ム。
【請求項１８】
　前記第１の変換インタフェースは、Ｇｄインタフェースである、請求項１１のシステム
。
【請求項１９】
　前記第１及び第２の変換インタフェースは、メッセージングサービスセンタ（１２）と
通信するように適合される、請求項１１のシステム。
【請求項２０】
　前記第１及び第２の変換インタフェースは、ＧＷＭＳＣ（gateway　mobile　switching
　centre）（２２）と通信するように適合される、請求項１１のシステム。
【請求項２１】
　前記第１及び第２の変換インタフェースは、メッセージサービスルータ（１２）と通信
するように適合される、請求項１１のシステム。
【請求項２２】
　前記第１及び第２の変換インタフェースは、ＭＴＣ－ＩＷＦ（machine　type　communi
cation　interworking　function）（１８）と通信するように適合される、請求項１１の
システム。
【請求項２３】
　ＭＭＥ（mobile　management　entity）（２６）、サービングＧＰＲＳ（General　Pac
ket　Radio　Service）サポートノード（ＳＧＳＮ）（２４）、及びＭＳＣ（Mobile　Swi
tching　Center）（２２）のうちの１つと通信関係にあるエンドデバイスに、第１の通信
インフラストラクチャエンティティからのメッセージを通信するための方法であって、
　１つ以上のサービングノードと通信関係にある機器から前記ＳＧＳＮ（２４）、前記Ｍ
ＳＣ（２２）及び前記ＭＭＥ（２６）のうちの１つのサービングノードにメッセージを送
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信することと、
　前記エンドデバイスが、前記ＳＧＳＮ（２４）、前記ＭＳＣ（２２）及び前記ＭＭＥ（
２６）のうちの前記１つのサービングノードと通信関係にあるかどうかを、前記１つのサ
ービングノードにおいて判定することと、
　前記エンドデバイスが、前記ＳＧＳＮ（２４）、前記ＭＳＣ（２２）及び前記ＭＭＥ（
２６）のうちの前記１つのサービングノードと通信関係にない場合、前記ＳＧＳＮ（２４
））、前記ＭＳＣ（２２）及び前記ＭＭＥ（２６）のうちの前記１つのサービングノード
が、前記ＳＧＳＮ（２４））、前記ＭＳＣ（２２）及び前記ＭＭＥ（２６）のうちの少な
くとも他の１つに前記メッセージを転送することと、
　を含む方法。
【請求項２４】
　前記ＳＧＳＮ（２４）及び前記ＭＭＥ（２６）の間で前記メッセージを転送することは
、Ｓ３インタフェースを介して行われ、前記ＳＧＳＮ（２４）及び前記ＭＳＣ（２２）の
間で前記メッセージを転送することは、Ｇｓインタフェースを介して行われ、前記ＭＭＥ
（２６）及び前記ＭＳＣ（２２）の間で前記メッセージを転送することは、ＳＧｓインタ
フェースを介して行われる、請求項２３の方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信ネットワークに関し、具体的には、１つの通信ネットワーク内で発信さ
れる情報を異種通信ネットワーク内のデバイスへ転送することに関する。
【背景技術】
【０００２】
　無線通信システムは、持続的に進化し改善してきている。しかしながら、新たな標準に
準拠する新たな無線通信システムとより古い標準に準拠するレガシー無線通信システムと
の間の後方互換性についてのニーズがある。例えば、ＬＴＥ（Long　Term　Evolution）
システムは、ＧＳＭ（Global　System　for　Mobile　Communication）といったより古い
システムと後方互換的であるべきである。具体的には、ＳＭＳ（short　messaging　serv
ices）が回線交換に基づく技術であって、ＬＴＥはパケット交換サービスをサポートする
ために設計された技術であるとしても、ＬＴＥを介してＳＭＳを提供することが望ましい
。
【０００３】
　現在の設備（installations）では、ＳＭＳメッセージを受信し、記憶し及び転送する
ＳＭＳサービスレイヤと、ＬＴＥネットワークの移動性管理エンティティ（ＭＭＥ）との
間の直接的な通信についてのサポートはない。マシンタイプ通信インターワーキング機能
（ＭＴＣ－ＩＷＦ）からＭＭＥへのトリガメッセージの直接的な伝達についてのサポート
もない。現在のところ、ＳＭＳメッセージ又はトリガメッセージは、ユーザ機器（ＵＥ）
へ送信されようとしている場合、まずモバイルスイッチングセンタ（ＭＳＣ）へ送信され
る。ＵＥがＭＳＣによりサービスされるネットワークに滞在していなければ、ＭＳＣは、
ＳＭＳサービスレイヤ又はＭＴＣ－ＩＷＦへ失敗（failure）メッセージを返信しなけれ
ばならない。そして、ＳＭＳサービスレイヤ又はＭＴＣ－ＩＷＦは、ＳＭＳメッセージ又
はトリガメッセージを、サービングＧＰＲＳ（general　packet　radio　service）サポ
ートノード（ＳＧＳＮ）へと向かわせなければならない。そして、ＵＥがＳＧＳＮにより
サービスされるネットワークに滞在していなければ、ＳＧＳＮは、ＳＭＳサービスレイヤ
又はＭＴＣ－ＩＷＦへ失敗メッセージを返信しなければならない。この２番目の失敗への
応答として、ＳＭＳサービスレイヤ又はＭＴＣ－ＩＷＦは、メッセージをＭＳＣへ再度送
信することになり、このとき、ＬＴＥネットワークにサービスしているＭＭＥへそのリク
エストを転送することを指示する。このＵＥを探す処理の繰り返しは、時間の浪費であっ
て、送信ノード（例えば、ゲートウェイモバイルスイッチングセンタ（ＧＷＭＳＣ）又は
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ＳＭＳルータ）及びＭＳＣ並びにＳＧＳＮ及びＭＭＥが異なるサービス事業者により所有
されている場合には高コストでもあり得る。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明は、有利なこととして、通信ネットワーク内のデバイスへ情報を転送するための
方法及びシステムを提供する。一態様によれば、方法は、リクエストの送信先となるべき
サービングノードを選択することを含む。選択されるサービングノードは複数のサービン
グノードのうちの１つであり、当該複数のサービングノードのうちの各サービングノード
は、異なるアクセス技術をサポートしている。上記リクエストは、メッセージングサービ
スメッセージ及びトリガ情報のうちの１つを送信するリクエストである。上記リクエスト
は、上記複数のサービングノードのリストを含む。当該方法は、選択されるサービングノ
ードに関連付けられる変換インタフェースを介して、選択されるサービングノードへリク
エストを転送することをさらに含む。上記変換インタフェースは、選択されるサービング
ノードのアクセス技術に対応するプロトコルを使用するように適合されている。選択され
るサービングノードが上記デバイスへ到達不能である場合に、リクエスト内に含まれるサ
ービングノードのリスト内の他のサービングノードへ、サービングノードがリクエストを
転送する。
【０００５】
　一態様によれば、選択されるサービングノードのアクセス技術は、ＧＥＲＡＮ（GSM　E
dge　Radio　Access　Network）、ＵＴＲＡＮ（Universal　Terrestrial　Radio　Access
　Network）及び進化型ＵＴＲＡＮのうちの１つであってもよい。一実施形態では、選択
されるサービングノードは、ＭＭＥ（mobile　management　entity）、サービングＧＰＲ
Ｓ（general　packet　radio　service）サポートノード（ＳＧＳＮ）、及びＭＳＣ（mob
ile　switching　center）のうちの１つである。選択されるサービングノードがＭＭＥで
あるとき、選択されるサービングノードに依存するプロトコルは、Ｄｉａｍｅｔｅｒプロ
トコルに基づく。他の実施形態では、選択されるサービングノードが、ＳＧＳＮ及びＭＳ
Ｃのうちの１つであるとき、選択される前記サービングノードに依存するプロトコルは、
ＭＡＰ（Mobile　Application　Part）に基づく。さらに別の実施形態では、選択される
サービングノードが、ＳＧＳＮ及びＭＳＣのうちの１つであるとき、選択されるサービン
グノードに依存するプロトコルは、Ｄｉａｍｅｔｅｒプロトコルに基づく。いくつかの実
施形態によれば、サービングノードは、ＳＭＳＣ（short　messaging　service　center
１２）によって選択され、メッセージングサービスメッセージは、ＳＭＳ（short　messa
ging　service）メッセージである。他の実施形態では、サービングノードは、ＳＭＳ（s
hort　message　service）ルータによって選択され、メッセージングサービスメッセージ
は、ＳＭＳ（short　messaging　service）メッセージである。さらに他の実施形態では
、サービングノードは、ＭＴＣ－ＩＷＦ（machine　type　communication　interworking
　function）によって選択され、メッセージングサービスメッセージは、トリガ情報及び
スモールデータサービスメッセージのうちの１つである。いくつかの実施形態では、サー
ビングノードは、ＨＳＳ（home　subscriber　server）及びＨＬＲ（home　location　re
gister）のうちの１つから受信される情報に基づいて選択される。一実施形態では、リク
エストが向けられるエンドデバイスが、選択されるサービングノードと通信関係にある（
in　communication　with）かどうかについて、サービングノードから指標が受信される
。
【０００６】
　別の態様によれば、本発明は、第１のアクセス技術をサポートする第１のサービングノ
ード及び第１のアクセス技術と異なる第２のアクセス技術をサポートする第２のサービン
グノードと通信関係にある変換インタフェースシステムを提供する。当該変換インタフェ
ースシステムは、第１の変換インタフェースと第２の変換インタフェースとを含む。第１
の変換インタフェースは、第１のプロトコルを介して当該第１のサービングノードと通信
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するように適合される。第２の変換インタフェースは、第１のプロトコルと異なる第２の
プロトコルを介して第２のサービングノードと通信するように適合される。
【０００７】
　本態様の一実施形態によれば、当該変換インタフェースシステムは、第１のサービング
ノード及び第２のサービングノードに接続するＳ３変換インタフェースをさらに含む。別
の実施形態では、第１のプロトコルはＤｉａｍｅｔｅｒプロトコルに基づく。さらに別の
実施形態では、第２のプロトコルはＳＳ７（signaling　system　7）プロトコルに基づく
。いくつかの実施形態では、第１の変換インタフェースは、Ｔ５ｂインタフェース、ＳＧ
ｄインタフェース、Ｇｄインタフェースのうちの１つである。第２の変換インタフェース
は、Ｔ５ａインタフェースであってもよい。第１及び第２の変換インタフェースは、メッ
セージングサービスセンタ、メッセージサービスルータ、ＧＷＭＳＣ（gateway　mobile
　switching　centre）、又はＭＴＣ－ＩＷＦ（machine　type　communication　interwo
rking　function）と通信するように適合されてもよい。
【０００８】
　別の態様によれば、本発明は、ＭＭＥ（mobile　management　entity）、サービングＧ
ＰＲＳ（General　Packet　Radio　Service）サポートノード（ＳＧＳＮ）のうちの１つ
と通信関係にあるエンドデバイスに、第１の通信インフラストラクチャエンティティから
のメッセージを通信するための方法を提供する。当該方法は、ＳＧＳＮ及びＭＭＥのうち
の１つにメッセージを送信することを含む。エンドデバイスがＭＭＥ及びＳＧＳＮのうち
の当該１つと通信関係にあるかどうかを、ＭＭＥ及びＳＧＳＮのうちの１つが判定する。
エンドデバイスが、ＭＭＥ及びＳＧＳＮのうちの当該１つと通信関係にない場合、ＳＧＳ
Ｎ及びＭＭＥの間のＳ３インタフェースを介して、ＳＧＳＮ及びＭＭＥのうちの他の１つ
にメッセージが転送される。
【０００９】
　本態様による実施形態は、Ｓ３インタフェースを介してＳＧＳＮ及びＭＭＥの間でメッ
セージを転送すること、Ｇｓインタフェースを介してＳＧＳＮ及びＭＳＣの間でメッセー
ジを転送すること、及びＳＧｓインタフェースを介してＭＭＥ及びＭＳＣの間でメッセー
ジを転送することを含んでもよい。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
　本発明のより完全な理解、並びにその付随する利点及び特徴は、添付の図面と併せて考
慮すると、以下の詳細な説明を参照することによって、より容易に理解されるであろう。
【図１】本発明の原理に従って構成された例示的な通信システムのブロック図である。
【図２】ＵＥ（user　equipment）とＭＭＥ（mobility　management　entity）との間の
通信を実装する際に交換されるメッセージのメッセージフロー図である。
【図３】無線通信ネットワークにおいて情報を転送するための例示的な処理のフローチャ
ートである。
【図４】サービングＧＰＲＳ（general　packet　radio　service）サポートノード（Ｓ
ＧＳＮ）及びＭＭＥから情報を転送するための例示的な処理のフローチャートである。
【図５】ＭＭＥからＳＧＳＮへ情報を転送するための例示的な処理のフローチャートであ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明に係る例示的な実施形態について詳細に説明する前に、実施形態は、装置コンポ
ーネントと、通信ネットワークにおける情報の転送に関する処理ステップとの組み合わせ
に主に属することに留意されたい。したがって、ここでの説明の利益を有する当業者には
容易に明らかとなるであろう詳細な開示を不明瞭にしないために、システム及び方法のコ
ンポーネントは、本発明の実施形態の理解に関係のある特定の詳細のみを示す図面におい
て慣用記号により適切な場所に表されている。
【００１２】
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　ここで使用されるものとして、“第１”（first）及び“第２”（second）、“上部”
（top）及び“下部”（bottom）等の関係を示す用語は、このようなエンティティ又はエ
レメント間の何らかの物理的又は論理的な関係又は順序を必ずしも必要とすることなく、
又は意味することなく、１つのエンティティ又はエレメントを別のエンティティ又はエレ
メントと区別するためだけに使用され得る。
【００１３】
　ここで、参照番号が類似のエレメントを示している図面を参照すると、本発明の原理に
従って構成された通信ネットワーク１０の例示的なブロック図が図１に示されている。通
信ネットワーク１０は、ＳＭＳ（short　messaging　service）サービスレイヤ１２及び
、マシンタイプ通信インターワーキング機能（ＭＴＣ－ＩＷＦ；machine　type　communi
cation　interworking　function）１４を含む。ＳＭＳサービスレイヤ１２の目的は、ユ
ーザ機器（ＵＥ）１６宛てのショートメッセージを転送することである。ＳＭＳは、標準
化されたプロトコルを使用する、移動通信システムのテキストメッセージングサービスコ
ンポーネントであり、固定及び携帯電話とデバイスとの間の短いテキストメッセージの交
換を可能にする。ＭＴＣ－ＩＷＦ１４の目的は、ＵＥ１６にトリガメッセージを転送する
ことである。トリガメッセージは、ＵＥ１６が通信フローを開始するために接続すべきＩ
Ｐ（Internet　Protocol）アドレス又はドメイン名を含むことができ、又は他のアプリケ
ーション固有のパラメータを含むことができる。
【００１４】
　ＳＭＳサービスレイヤ１２は、通信システムオペレータにより所有されることができ、
オペレータのシステムの境界に位置する機器である。同様に、ＭＴＣ－ＩＷＦ１４もまた
、通信システムオペレータにより所有されることができ、オペレータのシステムの境界に
位置する機器である。ＭＴＣ－ＩＷＦ１４は、（ＭＴＣｓｐとも呼ばれる）Ｔｓｐプロト
コルを使用して、（ＳＣＳ（Service　Capability　Server）としても知られる）ＭＴＣ
サーバ１８と通信関係にある。ＭＴＣサーバ１８は、Ｍ２Ｍ（machine-to-machine）サー
ビスプロバイダがオペレータネットワーク及びそのＭ２Ｍサービスを動作させるための他
の機器と通信するために使用するインフラストラクチャを含み、サーバ、ルータ、ＤＮＳ
サーバ、Radiusサーバ、ＡＡＡサーバ、セキュリティサーバ及びＶＰＮサーバを含むこと
ができる。ＭＴＣ－ＩＷＦは、他のオペレータノードを隠蔽及び保護するための単一のイ
ンタフェースを提供し、オペレータネットワーク内のどのノードにコンタクトされる必要
があるかに依存して、Ｔｓｐプロトコルを他のプロトコルに変換する。
【００１５】
　ＳＭＳサービスレイヤ１２及びＭＴＣ－ＩＷＦ１４は、ＨＳＳ／ＨＬＲ（Home　Subscr
iber　Server／Home　Location　Register）２０と通信関係にある。ＨＳＳ／ＨＬＲの目
的は、ＵＥ１６及び他のローミングユーザ機器の位置を追跡することである。ＨＳＳ／Ｈ
ＬＲは、コールをハンドリングするネットワークエンティティをサポートするマスタデー
タベースを含む。データベースは、サブスクリプション関連の情報（加入者プロファイル
とも呼ばれる）を含み、認証及び承認を実行し、現在のサービングノードに関するＵＥ１
６の位置についての情報を提供することができる。ＳＭＳサービスレイヤ１２は、ＭＡＰ
（Mobile　Application　Part）プロトコル又はDiameterプロトコルを使用してＨＳＳ／
ＨＬＲ２０と通信関係にある。ＭＴＣ－ＩＷＦ１４は、Diameterプロトコルを使用するＳ
６ｍインタフェースを使用して、ＨＳＳ／ＨＬＲ２０と通信関係にある。当技術分野で知
られているように、ＭＡＰプロトコルはＳＳ７（signaling　system　7）プロトコルに基
づいている。Diameterプロトコルは、ＩＥＴＦ（Internet　engineering　task　force）
のＲＦＣ３５８８仕様書により定義されている。
【００１６】
　ＳＭＳサービスレイヤ１２及びＭＴＣ－ＩＷＦ１４は、ＭＳＣ（mobile　switching　c
enter）２２、サービングＧＰＲＳ（general　packet　radio　service）サポートノード
（ＳＧＳＮ）２４、及びＭＭＥ（mobile　management　entity）２６を含むことができる
サービングノードと通信関係にある。サービングノードのＭＳＣ２２は、ＧＥＲＡＮ（GS
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M　Edge　Radio　Access　Network）２８として知られる無線アクセス技術を利用して、
ＳＭＳ及び回線交換サービスを提供する。サービングノードのＳＧＳＮ２４は、ＳＭＳ及
びパケット交換サービスの両方を提供するために、ＧＥＲＡＮ（GSM　Edge　Radio　Acce
ss　Network）２８及びＵＴＲＡＮ（Universal　Terrestrial　Radio　Access　Network
）３０として知られる無線アクセス技術を利用する。サービングノードのＭＭＥ２６は、
進化型ＵＴＲＡＮ（Evolved-UTRAN）３２として知られ、ＬＴＥ（Long　Term　Evolution
）としても知られる無線アクセス技術を利用する。
【００１７】
　ＳＭＳサービスレイヤ１２は、サービングノードの無線アクセス技術に関連付けられる
プロトコルを利用するインタフェースを介してサービングノードと通信関係にある。例え
ば、ＳＭＳサービスレイヤ１２は、ＭＡＰプロトコルを使用してＭＳＣサービングノード
２２及びＳＧＳＮサービングノード２４と通信する。特に、ＳＭＳサービスレイヤは、Ｇ
ｄインタフェースを介してＳＧＳＮサービングノード２４と通信する。ＳＭＳサービスレ
イヤ１２は、Ｇｄ’インタフェースを介しDiameterプロトコルを使用してＭＭＥサービン
グノード２６と通信する。Ｇｄ’インタフェースは、ＳＧｄインタフェースとしても知ら
れる。Ｇｄ’インタフェースは、好ましくは、ＭＡＰプロトコルのＧｄサブセットと同一
のメッセージ、パラメータ及び機能を有する。Ｇｄ’インタフェースを介してDiameterプ
ロトコルを使用することにより、ＳＭＳサービスレイヤ１２は、Ｅ－ＵＴＲＡＮネットワ
ーク３２内のＵＥを対象とするＳＭＳメッセージを、Ｅ－ＵＴＲＡＮ３２にサービスする
ＭＭＥサービングノード２６に直接送信することができる。さらに、ＵＥ１６で発信され
るＳＭＳメッセージは、Ｇｄ’インタフェースのDiameterプロトコルを使用して、ＭＭＥ
サービングノード２６を介してＵＥ１６からＳＭＳサービスレイヤ１２に送信され得る。
３ＧＰＰ（the　3rd　Generation　Partnership　Project）のＴＳ（technical　standar
d）２３．０４０に記載されているように、ＳＭＳサービスレイヤの語は、ＳＭＳ－ＩＷ
ＭＳＣ、ＳＭＳ－ＧＷＭＳＣ、ＳＭＳルータ又はＳＭＳＣ－ＳＣを含むことができる。
【００１８】
　ＭＴＣ－ＩＷＦ１４は、サービングノードの無線アクセス技術に関連付けられるプロト
コルを利用するインタフェースを介してサービングノードと通信関係にある。例えば、Ｍ
ＴＣ－ＩＷＦ１４は、Ｔ５ｃ変換インタフェースを使用してＭＳＣサービングノード２２
と通信関係にある。ＭＴＣ－ＩＷＦ１４は、Ｔ５ａ変換インタフェースを使用してＳＧＳ
Ｎサービングノード２４と通信関係にある。ＭＴＦ－ＩＷＦ１４は、Ｔ５ｂ変換インタフ
ェースを使用してＭＭＥサービングノード２６と通信関係にある。
【００１９】
　サービングノード２２、２４及び２６はまた、互いに通信関係にある。例えば、ＭＳＣ
サービングノード２２は、Ｇｓインタフェースを介してＳＧＳＮサービングノード２４と
通信関係にある。ＭＳＣサービングノード２２は、ＳＧｓインタフェースを介してＭＭＥ
サービングノード２６と通信関係にある。ＳＧＳＮサービングノード２４は、Ｓ３インタ
フェースを介してＭＭＥと通信関係にある。ＳＧＳＮ及びＭＭＥが組み合わされて単一の
ユニットにされている場合、Ｓ３インタフェースは省略され得る。
【００２０】
　したがって、一実施形態は、第１の無線アクセス技術３０をサポートする第１のサービ
ングノード２４及び第２の無線アクセス技術３２をサポートする第２のサービングノード
２６と通信関係にある変換インタフェースシステムを提供する。変換インタフェースシス
テムは、第１のプロトコルを介して第１のサービングノード２４と通信するように適合さ
れる第１の変換インタフェースと、第１のプロトコルとは異なる第２のプロトコルを介し
て第２のサービングノード２６と通信するように適合される第２の変換インタフェースと
を含む。第１のサービングノード２４及び第２のサービングノード２６は、Ｓ３インタフ
ェースなどのインタフェースによって互いに通信することができ、インタフェースは通信
しているサービングノードの種類に依存する。
【００２１】
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　ＳＭＳメッセージが特定のＵＥ１６に伝達されるべきものであるとき、ＳＭＳサービス
レイヤ１２は、ＨＳＳ／ＨＬＲ２０と通信し、ＧＥＲＡＮ２８、ＵＴＲＡＮ３０、又はＥ
－ＵＴＲＡＮ３２のどのネットワークにおいてＵＥ１６が最後に報告されたかを判定する
。最後に報告されたネットワークを判定すると、ＳＭＳサービスレイヤ１２は、そのネッ
トワークにサービスするサービングノードにＳＭＳリクエストを送信してもよい。例えば
、ＵＥ１６がＧＥＲＡＮネットワーク２８において最後に報告された場合、ＳＭＳサービ
スレイヤ１２は、ＭＳＣサービングノード２２にＳＭＳリクエストを送信するであろう。
ＳＭＳリクエストは、ＵＥ１６に伝達されるべきＳＭＳメッセージを含み、また、ＵＥ１
６が異なるネットワークＧＥＲＡＮ２８、ＵＴＲＡＮ３０、又はＥ－ＵＴＲＡＮ３２でサ
ービスされたことを報告されたサービングノードのリストも含む。したがって、例えば、
ＳＭＳリクエストは、ＭＳＣサービングノード２２、ＳＧＳＮサービングノード２４及び
ＭＭＥサービングノード２６の識別子を含むことがあり得る。
【００２２】
　ＳＭＳリクエストがサービングノードによって受信されると、当該リクエストを受信し
たサービングノードは、リクエストが対象とするＵＥ１６が、当該リクエストを受信する
サービングノードによりサービスされるネットワーク内にあるかどうかを判定する。例え
ば、ＳＧＳＮサービングノード２４が、ＳＭＳサービスレイヤ１２からＳＭＳリクエスト
を受信する場合、ＳＧＳＮサービングノード２４は、ＵＥ１６がＳＧＳＮサービングノー
ド２４の無線アクセス技術によってサービスされているかどうかを判定する。ＵＥ１６が
ＳＧＳＮサービングノード２４によってサービスされている場合、ＳＭＳリクエストに含
まれるＳＭＳメッセージは、ＳＧＳＮサービングノード２４によってＵＥ１６に送信され
る。
【００２３】
　ＵＥ１６がＳＧＳＮサービングノード２４によってサービスされていない場合、ＳＧＳ
Ｎサービングノード２４は、リクエスト内にリストされている他のサービングノードの１
つにＳＭＳリクエストを転送する。したがって、例えば、ＳＧＳＮサービングノード２４
は、サービングノード２２及び２６のうち１つ又は両方にリクエストを転送する。サービ
ングノード２２及び２６は、当該サービングノードがサービスするネットワーク内にＵＥ
１６があるかどうかを判定する。例えば、ＭＳＣサービングノード２２は、ＭＳＣサービ
ングノード２２によってサービスされているネットワーク内にＵＥ１６があるかどうかを
判定するであろう。同様に、ＭＭＥサービングノード２６は、ＭＭＥサービングノード２
６によってサービスされているＥ－ＵＴＲＡＮネットワーク３２内にＵＥ１６があるかど
うかを判定するであろう。
【００２４】
　同じように、トリガメッセージ又はスモールデータが特定のＵＥ１６に伝達されるべき
であるとき、ＭＴＣ－ＩＷＦ１４は、ＭＳＣ２２、ＳＧＳＮ２４又はＭＭＥ２６のどのサ
ービングノードにおいてＵＥ１６が最後に報告されたかを判定するために、ＨＳＳ／ＨＬ
Ｒ２０を見る。スモールデータは、サイズが１キロバイトまでの頻度の低い通信データと
して、３ＧＰＰのＴＳ２２．３６８及びＴＳ２３．６８２に従って定義されている。以下
、トリガメッセージのハンドリングの議論は、スモールデータのハンドリングにも適用さ
れるものとする。ＵＥ１６にトリガリクエストを伝達すると、ＭＴＣ－ＩＷＦ１４は、最
後に報告されたサービングノードにトリガリクエストを送信することができる。例えば、
ＵＥ１６がＭＳＣ２２において最後に報告された場合、ＭＴＣ－ＩＷＦ１４は、ＭＳＣサ
ービングノード２２にトリガリクエストを送信するであろう。トリガリクエストは、ＵＥ
１６が接続すべきＩＰアドレス、及び他のアプリケーション固有のパラメータを含んでも
よく、ＵＥ１６にサービスするサービングノードのリストも含む。したがって、例えば、
トリガリクエストは、ＭＳＣサービングノード２２、ＳＧＳＮサービングノード２４及び
ＭＭＥサービングノード２６の識別子を含むことがあり得る。
【００２５】
　トリガリクエストがサービングノードによって受信されると、当該リクエストを受信し
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たサービングノードは、リクエストが対象とするＵＥ１６が、当該リクエストを受信した
サービングノードによってサービスされるかどうかを判定する。例えば、ＳＧＳＮ２４が
ＭＴＣ－ＩＷＦ１４からトリガリクエストを受信する場合、ＳＧＳＮ２４は、ＳＧＳＮ２
４がサービスするＧＥＲＡＮ２８又はＵＴＲＡＮネットワーク３０内にＵＥ１６があるか
どうかを判定する。ＵＥ１６がＳＧＳＮ２４によってサービスされるネットワーク内にあ
る場合、トリガリクエスト内に含まれるトリガメッセージは、ＳＧＳＮ２４がＵＥに到達
可能なネットワークを介してＵＥ１６に送信される。ＵＥ１６がＳＧＳＮサービングノー
ド２４によって到達可能でない場合、ＳＧＳＮサービングノード２４は、リクエスト内に
リストされている他のサービングノードのうちの１つ又は両方に、トリガリクエストを転
送する。したがって、例えば、ＳＧＳＮサービングノード２４は、サービングノード２２
及び２６のうちの１つ又は両方にリクエストを転送してもよい。サービングノード２２及
び２６は、当該サービングノードがサービスするネットワーク内にＵＥ１６があるかどう
かを判定する。例えば、ＭＳＣサービングノード２２は、ＭＳＣサービングノード２２に
よってサービスされるネットワーク内にＵＥ１６があるかどうかを判定するであろう。同
様に、ＭＭＥサービングノード２６は、ＭＭＥサービングノード２６によってサービスさ
れるＥ－ＵＴＲＡＮネットワーク３２内にＵＥ１６があるかどうかを判定するであろう。
【００２６】
　サービングノードは、ＳＭＳメッセージ又はトリガ情報が対象とするＵＥ１６が、サー
ビングノードによってサービスされるネットワークに滞在しているかどうかを、多くの方
法で確認することができる。例えば、サービングノードは、ＩＳＲ（Idle　Mode　Signal
ing　Reduction）を使用して、ＵＥが滞在しているＲＡＴ（radio　access　technology
）について通知を継続的に取得してもよい。また、サービングノードは、ＬＴＥシステム
のデュアルレジストレーションの使用によって、ＵＥが滞在しているＲＡＴについて通知
されてもよい。ＬＴＥシステムでは、ＵＥがＭＭＥからＳＧＳＮへ又はその逆に移動した
かどうかの通知をＨＳＳ／ＨＬＲ２０が継続的に取得する。ここで説明したように、他の
サービングノードへリクエストを転送する処理は、好適には、１つのＨＰＬＭＮ－ＶＰＬ
ＭＮ（home　public　land　mobile　network－visited　public　land　mobile　networ
k）インタラクションのみを関与させることに留意されたい。
【００２７】
　図２は、トリガ情報の伝達及び処理の時点でＥ－ＵＴＲＡＮネットワーク内にあるＵＥ
１６へのトリガ情報の伝達についての例示的な信号フロー図である。図２のステップ１０
１において、ＭＴＣサーバ１８は、ＭＴＣ－ＩＷＦ１４に移送（トリガ）リクエストを送
信する。移送リクエストは、外部ＩＤ、ＭＳＩＳＤＮ、ＩＭＳＩ、又は他のＵＥ識別子の
うち１つ又はその他によってＵＥ１６を識別する。ネットワークが移送リクエストを格納
し、ある時点でＵＥが到達可能でない場合に、ＵＥにリクエストを伝達するように後で再
試行するものとする場合、移送リクエストは任意で有効タイマを含むことができる。
【００２８】
　ＭＴＣ－ＩＷＦは、ＵＥ１６がどのＲＡＴに最後に滞在したか、及びサービングノード
２２、２４、２６のどれが現在ＨＳＳ／ＨＬＲ２０を介してＵＥ１６にサービスし得るか
を確認することができる。ＨＳＳ／ＨＬＲ２０は、サービングノードがＨＳＳ／ＨＬＲ２
０のデータベースへのそれらの最後の位置更新を実行した時間を任意で供給してもよく、
最適化されたＮＡＳ（network　access　stratum）についてのサービングノードのケイパ
ビリティ及びスモールデータを含む他のＵＥサブスクリプション及びステータス情報を供
給してもよい。例えば、ＨＳＳ／ＨＬＲ２０の情報は、トリガリクエストによって示され
る機能がＵＥの現在のサブスクリプションに対してサポートされているかどうかを示すこ
とができる。サポートされていない場合、トリガリクエストをＵＥに移送する試みは終結
し得る。ＨＳＳ／ＨＬＲ２０から取得された情報は、ＳＭＳサービスレイヤ１２及び／又
はＭＴＣ－ＩＷＦ１４においてキャッシュされることができることに留意されたい。
【００２９】
　ＭＴＣ－ＩＷＦ１４は、ＨＳＳ／ＨＬＲ２０から情報を受信するとどのサービングノー
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ドに移動リクエストを送信するかについて決定する。この決定は、ＵＥがパケット交換型
（ＰＳ；packet-switched）のみのサブスクリプションを有するか、又はＰＳ及び回線交
換型（ＣＳ；circuit-switched）サブスクリプションの両方を有するかどうか、並びにサ
ービングノードが最適化されたＮＡＳ及びスモールデータをサポートするかどうかに基づ
くことができる。ＨＳＳ／ＨＬＲに対する最新の位置更新が行われたサービングノードに
は、より高い優先度が与えられるかもしれない。また、トリガ情報又はスモールデータ情
報の伝達における直近の成功した試みにおいて使用されたサービングノードが望ましいか
もしれない。
【００３０】
　図２の例では、ＭＴＣ－ＩＷＦ１４は、ＳＧＳＮ２４に移送リクエストを送信する（ス
テップ２）。移送リクエスト内で有効タイマがセットされている場合、ＭＴＣ－ＩＷＦ１
４は、移送リクエストをショートメッセージとしてＴ４インタフェースを通じてＳＭＳサ
ービスレイヤ１２にすぐに渡すように決定してもよく、又はＴ５ａインタフェースを通じ
て移送リクエストを直接サービングノードに移送するための最初の試みをするように決定
してもよい。
【００３１】
　移送リクエストは、サービングノード２２及び２４などの、ＵＥ１６の他の任意のサー
ビングノードのアドレスを指定するパラメータを含むことができる。移送リクエストを受
信するサービングノードは、それがＵＥに到達可能かどうかを見るためにチェックする。
この例では、ＵＥは、ＳＧＳＮ２４によってサービスされるＵＴＲＡＮ又はＧＥＲＡＮに
滞在していない。したがって、ステップ１０３で、ＳＧＳＮ２４は、Ｓ３インタフェース
を使用してＭＭＥ２６にリクエストを転送する。リクエストの受信に応答して、ＭＭＥ２
６は、ＵＥ１６がＥ－ＵＴＲＡＮ３０に滞在しているかどうかを判定し、もしそうであれ
ば、ステップ１０４でＳＧＳＮ２４に確認応答信号を転送する。こうして、サービングノ
ードのリストを含むことによって、移送リクエストを受信する第１のサービングノードは
、リスト内の他のサービングノードにどのように移送リクエストを転送すべきかを知得す
るであろう。ＵＥ１６へのＳＭＳ又はスモールデータの移送の試みが失敗したサービング
ノードは、転送された移送リクエスト内に含まれるサービングノードのリスト内のサービ
ングノードへの伝達を既に試みたことをマークしてもよい。これにより、同一のサービン
グノードが１回以上データを伝達しようとする状況を回避できる。
【００３２】
　ステップ１０５で、移送リクエストの確認応答がＳＧＳＮ２４によってＭＴＣ－ＩＷＦ
１４に送信される。この移送確認応答リクエストは、ＵＥ１６が現在滞在するのがどのサ
ービングノードであるかを（及び、場合によってはどのＲＡＴであるかも）示すパラメー
タを含むことができ、移送確認応答リクエストは、ＳＧＳＮ２４がＵＥをページングする
ことができたかどうか、及びＵＥに移送リクエストを伝達しようと試みているかどうかを
報告することもできる。ＭＴＣ－ＩＷＦ１４は、この情報にタイムスタンプを付すことが
できる。試みが失敗するか又は別の理由で進行していない場合、ＭＴＣ－ＩＷＦは、サー
ビングノードの数及びＭＴＣ－ＩＷＦでメンテナンスされる有効タイマによって判定され
る有効時間に依存して、Ｔ５インタフェース又はＴ４インタフェースを通じてリクエスト
を移送するように再試行することができる。
【００３３】
　ステップ１０６で、ＭＴＣ－ＩＷＦ１４は、ＵＥ１６への伝達が進行中であることを示
す移送リクエスト確認応答をＭＴＣサーバ１８に送信する。移送リクエストがネットワー
クによって受信され、伝達が進行中である場合、ＭＴＣサーバ１８は、その移送リクエス
トのいかなる繰り返しも停止し、応答を待つ。移送リクエストが失敗した場合に、ＳＧＳ
Ｎサービングノード２４が失敗の原因を示している場合、ＳＧＳＮサービングノード２４
から受信される確認応答リクエスト内の原因コードに基づいて、ＭＴＣサーバは、近い将
来に新たなトリガリクエストを内部的に予定することができる。送信されるべき次のトリ
ガリクエストは、異なるサービングノードに送信され得る。
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【００３４】
　ステップ１０４でＳＧＳＮ２４への確認応答信号の転送を送信するのと同時に、ステッ
プ１１０でトリガ情報がＭＭＥ２６によってＵＥ１６に送信され、ＵＥ１６は応答信号を
ＭＭＥ２６に返送する。ＵＥに送信されるトリガ情報は、ＳＭＳメッセージとしてフォー
マットされることができ、デバイストリガの正当性を認証するための署名を含むことがで
きる。ＵＥからの応答は、ステップ１１１でＭＭＥ２６を介してＳＧＳＮ２４に転送され
る。ＳＧＳＮ２４は、ステップ１１２で、ＭＴＣ－ＩＷＦ１４に当該応答を転送し、ＭＴ
Ｃ－ＩＷＦ１４は、同様にステップ１１３でＭＴＣサーバ１８に当該応答を転送する。Ｍ
ＭＥ２６によるＵＥ１６への伝達が失敗した場合、ＳＧＳＮサービングノード２４は、デ
ータをＭＳＣ２２に転送することにより、再試行することができる。代替として、ＭＳＣ
２２への第２の再試行は、ＭＭＥ２６によって実行され得る。ＵＥ１６への伝達が成功し
た場合、又は全てのサービングノードがＵＥ１６への伝達に失敗した場合、ＭＴＣ－ＩＷ
Ｆ１４は、ステップ１１２で、成功又は失敗の原因を示す原因コードを受信するであろう
。全てのサービングノードについて試行がなされた場合、原因コードに依存して、ＭＴＣ
－ＩＷＦ１４は、ＳＭＳサービスレイヤ１２を介した伝達を試みることに頼るかもしれな
い。
【００３５】
　Ｓ３インタフェースを使用してＭＭＥ２６からＳＧＳＮ２４にリクエストを転送すると
き、ＳＧｓインタフェースを使用してＭＭＥ２６からＭＳＣ２２にリクエストを転送する
とき、ＳＧｓインタフェースを使用してＭＳＣ２２からＭＭＥ２６にリクエストを転送す
るとき、Ｇｓインタフェースを使用してＳＧＳＮ２４からＭＳＣ２２にリクエストを転送
するとき、及びＧｓインタフェースを使用してＭＳＣ２２からＳＧＳＮ２４にリクエスト
を転送するとき、同様のステップが続く。逆方向においては、ＬＴＥネットワークに滞在
するＵＥからのメッセージは、Ｇｄ’インタフェース（ＳＧｄインタフェースとしても知
られる）を使用し、ＭＭＥを介してＳＭＳサービスレイヤ１２に直接送信され得る。
【００３６】
　Ｔ５、Ｇｄ、Ｇｄ’又はＭＡＰインタフェースの各インタフェース上で発信側のプロト
コルに向けた、上述した確認応答又は他のプロトコルハンドシェイクなどの確認応答をサ
ポートするためのいかなるメッセージも、Ｓ３、Ｇｓ及びＳＧｓプロトコルに追加された
新たなメッセージ内に含まれてもよいことに留意されたい。これらの新たなメッセージは
、Ｔ５、Ｇｄ、Ｇｄ’、又はＭＡＰインタフェースの各インタフェース上の発信側のプロ
トコルに対する拡張（extension）として見られ得る。Ｓ３、Ｇｓ及びＳＧｓ上の転送は
、受信するインタフェース上で使用されたのとは異なるプロトコル、即ち、Ｓ３インタフ
ェース上の一般パケット無線トンネリングプロトコル、ＧＴＰｖ２－Ｃを代替として使用
する。
【００３７】
　上述のように、いくつかの実施形態においては、ＭＴＣ－ＩＷＦトリガメッセージは、
ＳＭＳサービスレイヤ１２を介してサービングノードに送信され、その後ＳＭＳサービス
レイヤ１２を介してサービングノードに転送され得る。ＭＴＣ－ＩＷＦ１４は、パケット
データプロトコル／パケットデータネットワーク（ＰＤＰ／ＰＤＮ）の接続状態にかかわ
らず、ＵＥに向けてトリガ情報を伝達する純粋なコントロールプレーン機能であることに
も留意されたい。ネットワークは、ＭＴＣサーバ１８に戻るＵＥへのトリガ伝達の成功又
は失敗を確認する。トリガ情報は、ＵＥ内のＭＴＣアプリケーションに伝達され、当該ア
プリケーションは、トリガ情報に応答してＭＴＣサーバ１８との通信を開始し得る。
【００３８】
　したがって、ＭＴＣ－ＩＷＦ１４は、デバイストリガリクエストを受信すると、キャッ
シュによりこの情報が既にＭＴＣ－ＩＷＦ１４とって既知でない限り、ＵＥが滞在してい
た直近のサービングノードを知るためにＨＳＳ２０内のルックアップを開始する。その後
ＭＴＣ－ＩＷＦ１４は、示されたサービングノードのうちの１つにトリガ情報とともにト
リガリクエストを転送する。ＵＥにリクエストを通知する手段であるページング処理には
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時間がかかる可能性があるため、サービングノードは直ちにトリガリクエストに応答確認
してもよい。代替的に、１以上のサービングノードがあるとき、ＭＴＣ－ＩＷＦ１４は、
各サービングノードにトリガリクエストを送信し、又は第２のサービングノードにトリガ
リクエストを送信するかどうかを決定する前に、第１のサービングノードからの応答を待
ってもよい。待つことは、より多くのシグナリングを費やして、応答時間が最小化される
ことを保証するであろう。
【００３９】
　図３は、通信ネットワークにおいて情報を転送するための例示的なプロセスのフローチ
ャートである。ＳＭＳリクエスト又はトリガリクエストの転送先となるべきサービングノ
ードが選択される（ステップＳ１２０）。リクエストは、リクエストが向けられるべきＵ
Ｅにサービスする、他のサービングノードのリストも含む。サービングノードの選択は、
ＵＥがどのサービングノードによってサービスされているかに関するＨＳＳ／ＨＬＲ内の
直近の利用可能な情報に基づいてもよい。リクエストはその後、選択されたサービングノ
ードに依存するプロトコルを使用するように適合されたインタフェースを介して、選択さ
れた１つのサービングノードに転送される（ステップＳ１２２）。選択されたサービング
ノードは、リクエストによって指定された対象とされるＵＥが、選択されたサービングノ
ードによってサービスされているかどうかを示す（ステップＳ１２４）。ステップＳ１２
６で判定されるように、対象とされるＵＥが選択されたサービングノードと通信関係にあ
る場合、リクエストに含まれる情報は、対象とされるＵＥに転送される（ステップＳ１２
８）。対象とされるＵＥが、選択されたサービングノードと通信関係にない場合、リクエ
ストは、リスト内の別のサービングノードに転送される（ステップＳ１３０）。
【００４０】
　ＳＳＧＮ２４及びＭＭＥ２６を有する通信ネットワークにおいて情報を転送するための
例示的なプロセスを、図４を参照して説明する。ＳＧＳＮ２４と通信するように適合され
たプロトコルを介して、選択されたＳＧＳＮ２４にメッセージが送信される（ステップＳ
１３２）。これは、メッセージが対象とするＵＥが、ＳＧＳＮサービングノード２４によ
ってサービスされたと最後に報告されたことを判定した結果として生じ得る。ＳＧＳＮサ
ービングノード２４は、対象とされるＵＥが、ＳＧＳＮと通信関係にあるか否かを判定し
得る（ステップＳ１３４）。ステップＳ１３６で判定されるように、対象とされるＵＥが
選択されたＳＧＳＮと通信関係にある場合、リクエストは対象とされるＵＥに転送される
（ステップＳ１４２）。対象とされるＵＥが選択されたＳＧＳＮと通信関係にない場合、
リクエストは、Ｓ３インタフェースを介してＭＭＥ２６に転送される（ステップＳ１３８
）。リクエストがＭＭＥ２６によって受信され、ＵＥ１６へ転送されることの確認応答が
、ＭＭＥ２６からＳＧＳＮ２4に送信される（ステップＳ１４０）。
【００４１】
　図５は、ＳＳＧＮ２４及びＭＭＥ２６を有する通信ネットワークにおいて情報を転送す
るための別の例示的なプロセスのフローチャートである。ＭＭＥ２６と通信するように適
合されたプロトコルを介して、選択されたＭＭＥ２６にメッセージが送信される（ステッ
プＳ１４４）。これは、メッセージが対象とするＵＥが、ＭＭＥ２６によってサービスさ
れたと最後に報告されたことを判定した結果として生じ得る。ＭＭＥ２６は、対象とされ
るＵＥがＭＭＥ２６と通信関係にあるか否かを判定し得る（ステップＳ１４６）。ステッ
プＳ１３６で判定されるように、対象とされるＵＥが選択されたＭＭＥ２６と通信関係に
ある場合、リクエストは対象とされるＵＥに転送される（ステップＳ１５４）。対象とさ
れるＵＥが選択されたＭＭＥ２６と通信関係にない場合、リクエストはＳ３インタフェー
スを介してＳＳＧＮ２４に転送される（ステップＳ１５０）。リクエストがＳＳＧＮ２４
によって受信され、ＵＥ１６に転送されることの確認応答は、ＳＧＳＮ２４からＭＭＥ２
６に送信される（ステップＳ１５２）。
【００４２】
　本発明は、ハードウェア、又はハードウェア及びソフトウェアの組み合わせで実現され
ることができる。ここに記載された方法を実行するために適合された任意の種類のコンピ
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ューティングシステム、又はその他の装置は、ここに記載された機能を実行するのに適し
ている。ハードウェア及びソフトウェアの典型的な組み合わせは、１以上の処理エレメン
トと、ロードされ実行されるとき、ここに記載された方法を実行するようなコンピュータ
システムを制御する、記憶媒体に格納されたコンピュータプログラムとを有する専用コン
ピュータシステムであり得る。本発明はまた、ここに記載された方法の実装を可能にする
全ての特徴を含み、コンピューティングシステムにロードされたときにこれらの方法を実
行することができるコンピュータプログラム製品に埋め込まれることができる。記憶媒体
とは、任意の揮発性又は不揮発性の有形の記憶装置のことをいう。
【００４３】
　本文脈におけるコンピュータプログラム又はアプリケーションは、ａ）他の言語、コー
ドまたは表記法への変換、ｂ）異なる材料形態での複製、のいずれか又は両方を、直接又
は後で、特定の機能を実行するための情報処理ケイパビリティを有するシステムを生じさ
せることを意図した命令のセットの、任意の言語、コード又は表記法における任意の表現
を意味する。
【００４４】
　本発明は、ここに図示され、上述されたものに特に限定されないことは、当業者には理
解されるであろう。さらに、逆に上で言及されていない限り、添付の図面は全て縮尺通り
でないことに留意すべきである。種々の修正及び変形は、特許請求の範囲によってのみ限
定される本発明の範囲および精神から逸脱することなく、上記の教示に照らして可能であ
る。
 

【図１】 【図２】
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